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著
者
の
提
出
し
た
論
文
は
「
國
際
協
力
機
構
史
論
」
と
題
し
、
全
五
部
計
十

三
章
七
十
八
節
に
分
れ
、
第
一
部
・
國
際
蓮
幣
思
想
の
史
的
背
景
、
第
二
部
・

國
際
協
力
機
構
の
創
設
、
第
三
部
・
第
二
次
世
界
職
雫
と
蓮
合
國
間
の
協
力
、

第
四
部
・
世
界
的
協
力
機
構
の
形
成
、
第
五
部
・
國
際
肚
會
に
お
け
る
新
護
展

ー
よ
り
成
る
。
著
者
は
本
論
文
を
通
じ
て
、
國
際
蓮
帯
思
想
の
護
達
過
程
を

明
か
に
し
、
次
い
て
國
際
蓮
盟
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
國
際
協
力
機
構
が
、
第

二
次
大
職
を
機
に
劃
期
的
進
歩
を
途
げ
る
に
至
つ
た
脛
緯
を
史
論
的
に
詳
述

し
、
現
在
國
際
蓮
合
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
世
界
的
協
力
機
構
を
艦
系
的

に
論
述
し
て
い
る
が
、
右
世
界
的
協
力
の
構
造
論
的
究
明
は
、
こ
の
種
專
門
的

研
究
の
分
野
に
格
段
の
業
績
を
遺
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
個
所
を
具
髄
的
に
述
べ
る
。
ま
ず
第
一
部
に

お
い
て
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
、
ロ
ー
マ
、
イ
ン
ド
に
生
れ
た
李
和
思
想
よ
り
第
一
次

大
職
に
至
る
國
際
連
幣
思
想
に
つ
い
て
そ
の
史
的
背
景
を
救
述
し
、
第
二
部
に

お
い
て
國
際
協
力
機
構
と
し
て
の
國
際
蓮
盟
の
活
動
を
詳
細
に
取
扱
つ
て
い
る

が
、
就
中
、
我
國
の
蓮
盟
脱
退
後
よ
り
蓮
盟
解
清
に
至
る
蓮
盟
十
三
年
間
の
業

綾
に
關
す
る
歴
史
的
論
述
は
、
從
來
、
我
國
に
お
い
て
は
殆
ん
ど
論
及
す
る
者
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の
な
く
著
者
に
よ
つ
て
始
め
て
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
も
過
言
で
は
な
い
。

　
第
三
部
に
お
い
て
著
者
は
、
第
一
亥
大
職
の
時
と
異
り
第
二
次
大
職
に
お
い

て
、
蓮
合
國
が
、
載
雫
途
行
と
共
に
職
後
に
創
設
す
べ
き
一
般
的
國
際
機
構
を

念
頭
に
置
い
て
行
動
し
た
こ
と
は
、
第
二
次
大
職
の
性
格
を
規
定
す
る
一
要
素

で
あ
る
と
し
、
現
在
の
國
際
蓮
合
の
主
要
專
門
機
關
の
設
置
が
既
に
職
時
中
に

行
わ
れ
た
輕
緯
に
つ
い
て
、
即
ち
換
言
す
れ
ば
蓮
合
國
の
殊
に
米
國
を
首
唱
者

と
す
る
職
後
脛
管
政
策
の
面
を
、
髄
系
的
歴
史
的
に
詳
細
論
述
し
て
い
る
。

　
第
四
部
は
、
著
者
の
最
も
意
を
用
い
た
部
分
と
い
え
る
。
著
者
は
、
先
ず
所

謂
世
界
的
協
力
機
構
の
構
造
を
、
國
際
蓮
合
そ
れ
自
身
、
專
門
機
關
（
政
府
間

國
際
協
力
機
關
）
及
び
民
間
團
髄
（
非
政
府
間
國
際
協
力
機
關
）
の
三
者
よ
り

成
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の
鮎
は
從
來
の
多
く
の
論
者
と
略
々
同
趣
旨
で
あ

る
が
、
こ
の
三
者
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
從
來
殆
ん
ど
列
記
的
或
は
並
列
的
に

論
じ
ら
れ
、
殊
に
民
間
團
髄
は
前
二
者
に
封
し
て
從
燭
的
或
は
附
随
的
地
位
に

あ
る
よ
う
に
、
多
く
読
か
れ
て
い
る
。
然
る
に
著
者
は
三
者
の
有
機
的
關
係
を

協
定
及
び
協
議
關
係
設
定
と
い
う
法
的
面
よ
り
考
察
把
握
し
つ
つ
、
こ
の
所
謂

協
議
的
地
位
の
實
謹
に
努
め
て
い
る
。
即
ち
世
界
の
殆
ん
ど
の
民
間
團
腱
が
國

際
蓮
合
と
の
關
係
を
保
持
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
的
專
門
的
立
場
よ
り
國
際
連

合
を
通
じ
て
世
界
李
和
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
融
を
、
具
腔
的
實
謹
的
に
論

述
し
て
い
る
が
、
こ
の
從
來
む
し
ろ
過
小
に
評
償
さ
れ
て
い
る
民
間
團
膣
の
地

位
は
、
著
者
に
よ
つ
て
始
め
て
他
二
者
に
封
す
る
比
重
の
置
き
方
を
高
め
ら
れ



た
も
の
と
い
5
べ
く
、
そ
の
所
論
は
、
國
際
蓮
合
民
間
團
艦
（
非
政
府
間
國
際

協
力
機
關
）
に
封
す
る
我
國
最
初
の
專
門
的
研
究
と
相
侯
つ
て
、
本
論
文
の
債

値
あ
る
黙
の
一
つ
で
あ
る
。

　
從
來
の
論
者
が
、
や
や
も
す
れ
ば
國
際
蓮
合
の
機
構
及
び
活
動
の
政
治
的
面

に
重
鮎
を
置
き
勝
ち
な
の
に
封
し
、
例
え
ば
ジ
ェ
サ
ッ
プ
教
授
の
如
、
《
、
輕
濟
的

活
動
に
こ
そ
國
蓮
活
動
の
眞
の
意
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
に
は

あ
る
が
、
著
者
の
如
く
非
政
府
機
關
の
組
織
及
び
活
動
を
重
親
し
て
、
民
間
世

論
の
動
向
が
世
界
の
李
和
維
持
に
貢
献
す
る
役
割
の
少
く
な
い
こ
と
を
、
學
問

的
記
述
を
通
じ
て
強
調
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
高
く
評
贋
さ
る
べ
き
で
あ

る
。　

第
五
部
に
お
い
て
著
者
は
、
國
際
李
和
の
た
め
に
主
灌
が
制
約
さ
れ
る
方
向

に
あ
る
事
實
を
、
條
約
取
極
成
立
手
績
の
形
式
の
攣
懸
、
從
騒
地
域
に
お
げ
る

後
涯
藷
民
族
の
訴
願
灌
と
い
う
が
如
ぎ
、
國
際
連
盟
時
代
及
び
國
際
蓮
合
出
現

以
後
の
慣
行
に
本
づ
い
て
、
實
誰
的
に
論
述
し
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
著
者
は
國
際
蓮
帯
思
想
の
襲
生
よ
り
國
際
連
盟
を
樫
て
國
際
蓮

合
に
至
る
國
際
協
力
機
溝
を
歴
史
的
に
研
究
し
、
更
に
現
時
の
國
際
蓮
倉
の
複

雑
な
諸
機
構
を
網
括
的
に
槍
討
解
明
し
、
殊
に
從
來
比
較
的
輕
幌
さ
れ
て
い
る

非
政
府
機
關
の
砺
究
に
お
い
て
多
く
の
未
開
拓
の
分
野
を
開
拓
し
て
い
る
が
、

一
面
本
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
國
際
司
法
機
關
の
業
績
追
求
に
稽

々
不
十
分
な
も
の
が
見
ら
れ
る
等
、
若
干
遺
憾
の
黙
も
う
か
が
え
る
。
然
し
な

　
　
　
　
山
形
誠
一
氏
提
出
學
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が
ら
本
論
文
の
全
般
を
通
じ
て
示
さ
れ
て
い
る
著
者
の
國
際
政
治
史
論
上
の
學

識
は
、
法
學
博
士
の
學
位
を
與
え
る
に
十
分
な
も
の
と
認
め
る
。

　
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
五
日

　
　
主
査
委
員
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義
塾
大
學
法
學
部
教
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法
學
博
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英
　
　
修
道

　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
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塾
大
學
法
學
部
教
授
　
法
學
博
士
　
前
原
光
雄

　
　
　
　
　
　
　
慶
感
義
塾
大
學
法
學
部
教
授
　
　
　
　
　
　
島
田
　
久
吉

一
　
五

（
一
一
五
）


